
  

 

新型コロナウイルス感染症予防計画 

2022.4.24.女子サッカー部 

学校名 部活動名 顧問名 

都立青梅総合学校 女子サッカー部 福田 貴士 

 

１ 当該部活動の基本方針 

 

 

 

 

 

 

２ 活動場所における感染症対策 

 

 

 

 

 

 

３ 活動前後の感染症対策 

 

 

 

 

 

 

４ 部室・更衣室等の利用計画 

 

 

 

 

 

 

５ 生徒自らが行動変容を考えるなどの指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

本校教育目標の達成のために、主体的に活動に取り組める生徒を育成する。 

一つのスポーツを通して、楽しさや安全など学校生活以外で得ることの学び取り、さらに競技の特

性を生かした質の高いコミュニケーションを促していく。 

大会目標として、公式戦大会ベスト１６、東京都リーグ２部残留を目指し活動する。 

 

 

 

 

・部長会で得た情報を基に、注意喚起や行動の確認と見直しを適宜行う。 

・定期的にミーティングを行い、部長会で得た情報なども含め部員と情報共有させる。さらに試合

の作戦だけではなく、試合前後の消毒も含めた新型コロナウィルス感染の予防と拡大防止の自覚

を意識するように、部員それぞれがコミュニケーションをとる。 

 

 

・活動中はマスクを着用し、水分補給等でマスクを外す場合は私語をしない。 

・活動前後または途中に手指の手洗い、または消毒を行う。 

・飲料水などの回し飲みなど禁止など、感染対策や消毒を適宜行う。 

・部活動前の体調を確認し、万全でない場合は帰宅して療養する。 

・帰宅後の体調管理をしっかりして、体調不良がある場合は登校を控えて療養する。 

・部活動終了後は速やかに帰宅して途中での飲食は控える。 

 

・更衣の際は不織布マスクを着用し、短時間で更衣し、お互いの距離をとり私語をしない。 

・更衣室の換気を徹底する。 

・帰宅する時に、更衣室の消毒を適宜行う。 

 


